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会社紹介

� 【会社名】

� 三菱スペース・ソフトウエア株式会社

� 【本社・事業部】

� 本社、つくば事業部、鎌倉事業部、関西事業部

� 【社員数】

� 939名 （2011年 3月現在）

� 【事業内容】

� 宇宙・航空システム、防衛システム、バイオインフォマティクス、

情報通信システム、防災・環境システム、SI (System Integration)、

ＡＳＰ・製品等情報科学を応用する各種先端分野のシステムに

関連した研究開発、設計、製造、販売及び各種サービスを提供

し、それぞれの分野の発展に寄与しております
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本日の発表

1. 背景と課題

2. 基盤システムの構築

3. 基盤システムの活用

4. ＭＳＳ白書（活用事例）

5. まとめ
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背景と課題① 各事業部の業務推進

宇宙宇宙宇宙宇宙・・・・航空航空航空航空システムシステムシステムシステム

防災防災防災防災・・・・環境環境環境環境システムシステムシステムシステム

人工衛星関連人工衛星関連人工衛星関連人工衛星関連システムシステムシステムシステム

公共公共公共公共関連関連関連関連システムシステムシステムシステム

通信通信通信通信インフラインフラインフラインフラ

バイオインフォマティクスバイオインフォマティクスバイオインフォマティクスバイオインフォマティクス

つくばつくばつくばつくば事業部事業部事業部事業部

本社本社本社本社

営業営業営業営業・・・・技術技術技術技術スタッフスタッフスタッフスタッフ部門部門部門部門

鎌倉事業部鎌倉事業部鎌倉事業部鎌倉事業部

関西事業部関西事業部関西事業部関西事業部

事業部最適化での業務推進

契約〜納入・保守

事業部最適化での業務推進

契約〜納入・保守

ISO9001ISO9001ISO9001ISO9001認証認証認証認証 (2000/3)(2000/3)(2000/3)(2000/3)

ISO9001ISO9001ISO9001ISO9001認証認証認証認証 (2000/10)(2000/10)(2000/10)(2000/10)

ISO9001ISO9001ISO9001ISO9001認証認証認証認証 (2009/2)(2009/2)(2009/2)(2009/2)

品質・生産管理も事業部ごと

①大規模業務などによる

事業部横断型業務の増加

②全社としての

品質・生産性状況把握の必要性

①大規模業務などによる

事業部横断型業務の増加

②全社としての

品質・生産性状況把握の必要性
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背景と課題② QMS統合

① 規定維持・改善の効率化

② 改善施策の効率的運用

③ 診断、審査の効率化

2009年12月

品質マネジメントシステム(QMS) 全社統合！

2009年12月

品質マネジメントシステム(QMS) 全社統合！

一つの会社には一つの品質システムを！
一つの会社には一つの品質システムを！

これで品質も生産性もばっちり・・・？
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背景と課題③

品質マネジメントシステムとしてのルールは統一した。

しかし、

本来の目的は「QMSを統合する」ことではなく、

統合されたＱＭＳにおいて・・・

「全社レベルでの品質・生産性の向上を図る」

全社レベルでの製品品質、サービス品質の向上

全社レベルでの品質、生産性状況の「見える化」

全社レベルでの品質改善の効率化

全社レベルでのプロセス資産の蓄積

「全社レベルでの品質・生産性の向上を図る」

全社レベルでの製品品質、サービス品質の向上

全社レベルでの品質、生産性状況の「見える化」

全社レベルでの品質改善の効率化

全社レベルでのプロセス資産の蓄積

品質・生産性データの収集・評価のための仕組み

が統一できていない！
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基盤システムの構築①

全社レベルで収集するデータを統一し、

かつその情報を一元管理する

全社基盤システムを構築し、全事業部の品質・

生産性データをデータベースに登録して管理

品質・生産性データの収集・評価のための仕組みを

統一する

品質・生産性データの収集・評価のための仕組みを

統一する

プロセス資産・

指標としてのデータ
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基盤システムの構築②

システム構築における課題とその対策
システム構築における課題とその対策

課題１：収集対象情報の整理

各事業部の品質保証部門(QA)と生産技術部門(EPG)の

管理職レベル全員を含めて協議

⇒品質・生産性に関しての全社共通指標を設定し、収集

すべき品質・生産性データを定めた

課題２：情報入力の効率化

現場部門のプロジェクトに負担をかけない

⇒インポート/エクスポートにより、ユーザのデータ入力を

簡便にするなど、プロジェクトにメリットとなるような機能を

設定

全ての階層にメリットが出るようにシステムを検討
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基盤システムの構築③

基盤システムのシステム構成
基盤システムのシステム構成

基盤基盤基盤基盤システムアプリシステムアプリシステムアプリシステムアプリ

LinuxLinuxLinuxLinux

RDBRDBRDBRDB

WindowsWindowsWindowsWindows

ExcelExcelExcelExcel WebWebWebWebブラウザブラウザブラウザブラウザ

APPAPPAPPAPP

サーバサーバサーバサーバ

javajavajavajava

WebWebWebWeb

サーバサーバサーバサーバ

LAN(HTTP)

利用者PC サーバ
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基盤システムの活用①

� プロジェクト管理計画策定の際、類似プロジェクトの情報

を提供し、プロジェクト管理計画の精度向上を支援する

� プロジェクト進行中に、入力データを基にさまざまな履歴

データを出力する

�

プロジェクトマネージャ/リーダを支援する
プロジェクトマネージャ/リーダを支援する

プロジェクト完了報告書の作成

時に、登録データをもとにプロ

ジェクト完了報告書のテンプ

レートを出力し、作成を支援す

る
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基盤システムの活用②

� 個々のプロジェクト状況がプロジェクトマネージャにヒア

リングせずに把握できる

� プロジェクトの状況一覧により、部門全体の状況が把握

でき、適切な指示を早く出すことが可能

� 部門ごとの品質目標構築に寄与

� レビュー指摘密度

� 試験密度

� 不具合検出密度

� 生産性

部門マネージャを支援する
部門マネージャを支援する

集計・加工が容易
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基盤システムの活用③

� MSS全体としてのS/W生産力、品質状況が容易に確認

できる

� 様々な角度(部門別、業態別など)からのS/W生産力の

分析を支援する

経営層を支援する
経営層を支援する

全社レベルでの強み/弱みの把握

全社的な経営戦略の基礎データに！
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ＭＳＳ白書（活用事例）①

CBO

KBO

TBO

本社

DB

DB

DB

DB

分析・評価

「「「「品質品質品質品質・・・・生産性生産性生産性生産性データデータデータデータのののの分析分析分析分析とととと評価評価評価評価（（（（全社版全社版全社版全社版））））」」」」

（（（（通称通称通称通称「ＭＳＳ「ＭＳＳ「ＭＳＳ「ＭＳＳ白書白書白書白書」）」）」）」）

「「「「品質品質品質品質・・・・生産性生産性生産性生産性データデータデータデータのののの分析分析分析分析とととと評価評価評価評価（（（（全社版全社版全社版全社版））））」」」」

（（（（通称通称通称通称「ＭＳＳ「ＭＳＳ「ＭＳＳ「ＭＳＳ白書白書白書白書」）」）」）」）

基盤システムを活用し、全社としての品質・生産性を

「見える化」

基盤システムを活用し、全社としての品質・生産性を

「見える化」
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ＭＳＳ白書（活用事例） ②

収集データの分析
収集データの分析

IPA/SEC発行の「プロジェクト診断支援ツール」を参考

散布図散布図散布図散布図総総総総プログラムラインプログラムラインプログラムラインプログラムライン数数数数（（（（実績実績実績実績））））

流用流用流用流用プログラムラインプログラムラインプログラムラインプログラムライン数数数数（（（（実績実績実績実績））））

全検出不具合数全検出不具合数全検出不具合数全検出不具合数

上流工程検出不具合数上流工程検出不具合数上流工程検出不具合数上流工程検出不具合数

完全流用率完全流用率完全流用率完全流用率vsvsvsvs

上流工程累積誤上流工程累積誤上流工程累積誤上流工程累積誤りりりり検出率検出率検出率検出率

ヒストグラムヒストグラムヒストグラムヒストグラム

基本統計量基本統計量基本統計量基本統計量

全検出不具合数全検出不具合数全検出不具合数全検出不具合数

上流工程検出不具合数上流工程検出不具合数上流工程検出不具合数上流工程検出不具合数

上流工程累積誤上流工程累積誤上流工程累積誤上流工程累積誤りりりり検出率検出率検出率検出率のののの分布分布分布分布

総総総総プログラムラインプログラムラインプログラムラインプログラムライン数数数数（（（（実績実績実績実績））））

出荷後残存誤出荷後残存誤出荷後残存誤出荷後残存誤りりりり密度密度密度密度（（（（件件件件/KL/KL/KL/KL））））

総総総総プログラムラインプログラムラインプログラムラインプログラムライン数数数数（（（（実績実績実績実績））））vsvsvsvs

出荷後残存誤出荷後残存誤出荷後残存誤出荷後残存誤りりりり密度密度密度密度（（（（件件件件/KL/KL/KL/KL））））

散布図散布図散布図散布図

箱箱箱箱ひげひげひげひげ図図図図

基本統計量基本統計量基本統計量基本統計量

総総総総プログラムラインプログラムラインプログラムラインプログラムライン数数数数（（（（実績実績実績実績））））

出荷後不具合数出荷後不具合数出荷後不具合数出荷後不具合数

総総総総プログラムラインプログラムラインプログラムラインプログラムライン数数数数（（（（実績実績実績実績））））vsvsvsvs

出荷後不具合数出荷後不具合数出荷後不具合数出荷後不具合数

工期工期工期工期（（（（実績実績実績実績））））工期工期工期工期（（（（実績実績実績実績））））

上流工程検出不具合数上流工程検出不具合数上流工程検出不具合数上流工程検出不具合数上流工程検出不具合数上流工程検出不具合数上流工程検出不具合数上流工程検出不具合数

全検出不具合数全検出不具合数全検出不具合数全検出不具合数全検出不具合数全検出不具合数全検出不具合数全検出不具合数

出荷後不具合数出荷後不具合数出荷後不具合数出荷後不具合数出荷後不具合数出荷後不具合数出荷後不具合数出荷後不具合数

総工数総工数総工数総工数（（（（実績実績実績実績））））総工数総工数総工数総工数（（（（実績実績実績実績））））

ヒストグラムヒストグラムヒストグラムヒストグラム

基本統計量基本統計量基本統計量基本統計量

総総総総プログラムラインプログラムラインプログラムラインプログラムライン数数数数（（（（実績実績実績実績））））総総総総プログラムラインプログラムラインプログラムラインプログラムライン数数数数（（（（実績実績実績実績））））

図表図表図表図表使用項目使用項目使用項目使用項目分析内容分析内容分析内容分析内容

（ＭＳＳ白書より抜粋）
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まとめ①

� 基盤システムの構築により、全社としての品質・

生産性を評価する環境が出来た

� これらのデータから、MSS白書に示すような分析・評

価ができるようになった

� 分析・評価の結果から、全社としての品質・生産性に

係わる課題が見えるようになった

（ex.上流工程の累積誤り検出率のばらつき）

� 課題に対する施策を検討できるようになった

(ex.設計レビューのチェックリストによる上流工程強化)

基盤システムの構築による「見える化」
基盤システムの構築による「見える化」

全社として統合的な品質・生産性向上サイクルの第一歩
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まとめ②

「見える化」から、「診える化」「看える化」へ

（プロジェクトダッシュボード構想）

「見える化」から、「診える化」「看える化」へ

（プロジェクトダッシュボード構想）

進捗情報の入力

プロジェクトメンバー

マネジャー

品質管理部門

進捗の管理

ステップ審査

プロジェクト管理計画書

ステップ審査表

プロジェクト完了報告書

・・・・・・・・・・・・・・・・

ガントチャート

EVMトレンドグラフ

不具合曲線

PSP/TSPデータ

・・・・・・・・・・・・・・・・

QA部門

各種メトリクス

EPG部門

組織能力評価

プロジェクトリーダー

プロジェクト情報

基盤システムの機能

拡張による、

「見える化」だけでな

い、さまざまな角度

からの分析アプロー

チによる支援

品質・生産性向上サイクルの更なる加速を推進する！


